
































































































































































冶ぞ 0.5 0.7 0.8 1.0 1.2 
1 I I 
3 I I 1， I I 1， I 
7 I 
高分子ネット;I : I坊虫ネット
載荷踊Bに対してそれぞれL/B 1， 3， 7 























(a) 破壊形態1(Z/B =0.8< 1) 














(b) 数設i泌が奥なる場合 (Z/B=0.5) 
図-4 地盤断菌の変形状況より求められたすべ
り筒(破壊形態 1，Z/隠<1)
(a) 破壊形態1(Z/診=0.8<1) (b) 彼壊形態2 (Z/B =1.2> 1) 
写真一4 補強基礎地盤の破嬢形態(紡虫ネット，し/8口 3) 
f邑平地研究剖0.4 附 RCH1995一一-9
r ，=r .exp(θltanφ) 
V=V.cos1;/cos(ω-1;) 
V，=V.exp(θtan φ) 















































() = ()jのとき， r二日と，受{動域面bdの長さ













FTmax口 (L B) [γ(dr+Z)+ 
1 (， 1 す(1-2 10)10qoJtano 
(L三五Lo)
FTmaxニ (L-B) [γ (df十Z)十
1 f， 1 T ¥ 2/ん…1(1-~ 10)一一一一1oqoJtano f'.l z.1O; L/β-1 















































(ω。)が拡大し f点が g点に至り， ζ
cleg=ぷclef+η ニ ω。十ηとなる.しかしな
がら，土くさびは実験後のすべり面の観察






































































































1/ (1十ε (4)cos'lJ 




















ここに， csは土の粘蕃力， 1\~ ， 1¥fq， Nrは補
強基礎地盤の支持力係数で，φ，ωの関数で
あり，次式で与えられる.
~ T Cos(ω ゆ)( sinωsinif; 
LYc cosωsinゆlcos(ω ゆー) よ
+(1 +sinゆ)的[(~山一吋叫)
(6a) 






[~ (~7r+if;-吋an if;J 
十2cos2ω(1+9tan2めcosif;


































































































































































































方法¥¥ (tf) (Uln) 荷重(ぜ) ~位f抗mv
宇都ら 280.57 18.34 80 2.55 




































































































































































低平均研究 No4 MA附 1995一一-17
ddB=O，D，キ83%









































































とき φニ37度， 25%のとき φ35度とす
る.なお，土の単位体積重量 γは， Drニ83








































































































































(c) Dr=25%， Bニ0.11，dr/Iヨ 0，SS-l 










(a) Dr=83%， dr/B= 0， SS-l (d) Dr=83%， B=O.lm， SS-l 
実験値{OSシl L!B=5 wト⑧ SR-2
/ハ/ 番喜
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